
１　第２次むかわ町まちづくり計画に係る基本構想（案）並びに基本計画（案）について

No ページ 項目 意見の概要 町の考え方

1 P24

第２章基本構想　２－３
まちの政策・施策体系
基本方針１【子育て・医
療・福祉】健康でいきい
きとした暮らしを創る

高齢者がいつまでもむかわに住みたいと思えるような町づく
りをしてほしい。

ご意見の内容は、包括的に計画へ記載しているため、原案
のとおりとします。基本方針１「健康でいきいきとした暮らし
を創る」にも記載のとおり、生涯安心して住める、親切であ
たたかいまちを目指してまいります。

2
P35～
P40

第２章基本構想　２－４
重点プロジェクト

第２次まちづくり計画（案）の概要版では、重点プロジェクト
は基本構想に位置づけされているのに対し、本編では基本
構想に位置づけられている。修正が必要と思われる。

ご指摘のとおり、計画（案）の本編において、重点プロジェク
トを基本計画に位置づけるように修正いたします。

3 P40

第２章基本構想　２－４
重点プロジェクト【重点
３】タウンプロモーション
推進プロジェクト

タウンプロモーションの予算の確保に努めていただきたい。

ご指摘のとおり、重点プロジェクトとして位置づけている「タ
ウンプロモーション推進プロジェクト」の実施にあたっては、
国や道の補助制度も活用しながら予算の確保に努めてま
いります。

4 P49

第３章基本計画　基本
方針１-１－③幼児教
育・保育サービスの充
実

切れ目のない支援としている各項目については、他の市町
村等でも行っていることとさほど変わりはなく、むしろ一時預
かりに気軽な利用ができない、ファミリーサポート等の預か
り制度がないなどの不便さを感じる点もあります。現在、
むーブでは託児等の事業は行っていませんが、幼稚園教諭
の資格を持ち、現場での経験のある人材もおります。保護
者向けのスポーツの裏で、託児や子供を対象にした運動な
ども企画しております。また、子育て世代の方は集まりやす
い時間での講座や座談会などにおいて、子育て世代の声を
直に聞いていただけるような場を設定し、町との橋渡しも可
能かと思います。

ご意見の内容は、包括的に計画（案）へ記載しているため、
原案のとおりとします。計画（案）は、まちの将来像やその実
現を図る施策や取組を定めるものであるため、個別事業の
実施方法などについては明記しませんが、ご提案のあった
取組については、今後の事業検討の参考にいたします。

5 P50

第３章基本計画　基本
方針１－１－④放課後
の子どもの居場所づく
りや子育て環境の充実

　現状として放課後子ども教室の参加率は年々減っていま
す。特に高学年になるにつれて参加率は大きく減少してい
ます。また、児童クラブに関しては、登録数はある程度多い
ものの、実際に通っている子は少ないように感じます。この
現状から、子どもが過ごす放課後の環境づくりや魅力ある
放課後教育の充実が求められると考えます。そこで、具体
的な実行計画として下記の項目を取り組むと良いと思いま
す。
・「知・徳・体」がバランスの取れた放課後子ども教室のカリ
キュラム
・誰でも集まれる放課後の居場所づくり
・地域住民と触れ合える環境づくり　など

ご意見の内容は、包括的に計画（案）へ記載しているため、
原案のとおりとします。計画（案）は、まちの将来像やその実
現を図る施策や取組を定めるものであるため、個別事業の
実施方法などについては明記しませんが、ご提案のあった
取組については、今後の事業検討の参考にいたします。

6 P82
第３章基本計画　基本
方針３－１－②持続可
能なむかわ農業の推進

有機農業、無農薬農業の推進について強い関心を持つ人
は多いと思います。即経営につなげることは難しいので、少
しずつ堆肥作りなどを実践し今から経営に向けてのスキル
を蓄えていってはどうでしょうか。食育など子どもたちはもち
ろん大人にも得難い体験となり、むかわ町に住んでいたか
らできることを増やしていくことが必要だと思います。

計画（案）は、まちの将来像やその実現を図る施策や取組
を定めるものであるため、個別事業の実施方法などについ
ては、明記しませんが今後の事業検討の参考にいたしま
す。

7 P95

第３章基本計画　基本
方針３－４－②新規起
業などによる働く場の
確保

人口減少に対して、特に重要になってくるのはやはり仕事だ
と思います。働く場所があるから家も建てることもできます。

ご意見の内容は、包括的に計画へ記載しているため、原案
のとおりとします。施策項目「新規起業などによる働く場の
確保」にも記載のとおり働く場の確保が定住に結びつく事例
もあることから、引き続き良好な雇用機会の創出・確保に努
めてまいります。

8 Ｐ97

第３章基本計画　基本
方針３－５－②関係人
口・交流人口の創出・
拡大

人、情報の交流と住民の地域に対するアイデンティティの
創出のため、新しい「祭り」があるとよいと思います。「再生・
復興」という言葉にネガティブなイメージをもってしまいま
す。もっとポジティブなイメージを持ち、多分野における「挑
戦」を支援できる町であってほしいと思います。

計画（案）は、まちの将来像やその実現を図る施策や取組
を定めるものです。今後策定する実行計画で、新しい「祭り」
の必要性や多分野における「挑戦」への支援について、事
業検討の参考にいたします。

9 P100
第３章基本計画　基本
方針４－１－①確かな
学力を育む教育の推進

　教育に関しては、むかわ町の規模になるとほとんどが公
教育に任されていると思います。１００Ｐに「特色ある学校づ
くり」とありますが、正直どこの学校でも行っている取組であ
り、教育部門に関してのアピールポイントにはならないと思
います。そこで、「特色のある教育環境づくり」にしてはどう
かと考えております。そのために下記の項目を取り組んで
はどうでしょうか。
・学校施設の積極的な活用
・学校教育での働き方改革（先生方の放課後の時間に余裕
をもたせ、特色ある教育に力を貸していただく）
・学校教育・家庭教育・放課後教育の３つの教育に繋がりを
もたせる取組　など

ご意見の内容は、包括的に計画（案）へ記載しているため、
原案のとおりとします。計画（案）は、まちの将来像やその実
現を図る施策や取組を定めるものであるため、個別事業の
実施方法などについては明記しませんが、ご提案のあった
取組については、今後の事業検討の参考にいたします。

提出された意見等及び町の考え方
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提出された意見等及び町の考え方

10 P100
第３章基本計画　基本
方針４－１－①確かな
学力を育む教育の推進

　各施策の成果指標に関して、何を根拠に数値を出してい
るのかが疑問に思います。例えば、教育部門に関しては、
「放課後学習センター利用者国公立大学合格者数『５人』」
です。なぜ５人なのか…。この項目だけを見ると町のためと
いうよりも、高校のステータスを上げるものにしか見えませ
ん。また、この数値を達成するために「公設民営塾」を両地
区の高校に設置する取組が行われると思いますが、進学に
あたってよい学校に進むための取組としか思えません。高
校のステージの部分にお金をかけるよりも、人口を増やす
ためには０歳～１２歳のステージの教育や環境づくりにお金
をかけたほうが良いかと思います。しかし、鵡川高校ではむ
かわ学やチャレンジスタディなど特色のある良い学習も行
われていますので、将来はむかわ町のためにこの町に住
み、働きたいと思う子どもたちを引き続き育ててもらいたい
です。

各施策毎の成果指標は、施策や事業の実施度合いや進捗
による成果を把握するために定めています。施策項目「確
かな学力を育む教育の推進」の成果指標については、町内
の小中高生の学力やグローバル社会への対応力を測るた
めに定めた成果指標です。地元の高等学校への進学を希
望する町内の小中学生を増やしていくためには、高等学校
の魅力化を図ることはもとより、ご指摘のあった１２歳まで
の教育環境を向上することも重要であると考えており、それ
ぞれのステージに応じた魅力ある教育環境づくりに努めて
まいります。

11 P109

第３章基本計画　基本
方針４－３－①スポー
ツ活動の充実と団体・
指導者の育成

鵡川地区で過去に行われていたイベント（シニアマラソンや
たんぽぽフェスティバルなど）が中止になっている、まちの
活性化のためにまた行ってもらいたい。また、子供から高齢
者まで参加できるイベントを行い、健康寿命に資する事業を
行ってください。

町では、既に健康増進やまちの活性化を目的としたイベント
を開催しており、これらのイベントの効果を検証した上で、必
要に応じて改善に努めてまいります。

12 P109

第３章基本計画　基本
方針４－３－①スポー
ツ活動の充実と団体・
指導者の育成

　施策項目「スポーツ活動の充実と団体・指導者の育成」の
主な成果指標「総合型地域スポーツクラブ登録者数」につ
いては、令和３年２月時点で登録者数は１７５人であり、５年
後の目標値である１８０人という値の根拠がわからず、容認
できる値ではありません。むーブができることの幅は広く、
行動力、意識の高い人たちが集まっています。町内の赤
ちゃんから高齢者まで幅広い世代に多様な活動を通してサ
ポートしていける団体です。今まで実施できていなかった穂
別地区でのＳＣ活動も拡大していけるよう、試行錯誤してい
ます。むーブの活動から両地区の交流が発展できれば良い
と思います。

ご指摘のとおり、施策項目「スポーツ活動の充実と団体・指
導者の育成」の主な成果指標「総合型地域スポーツクラブ
登録者数」について、基準値を現時点の登録者数に更新
し、目標値については年間５人程度の増加を見込み２００人
に修正いたします。なお、主な成果指標を含め実施する施
策や事業については、毎年度、ＰＤＣＡサイクルにより事業
の実施度合いや進捗による成果を検証し、必要に応じて改
善することで目標達成に努めてまいります。

13 P112
第３章基本計画　基本
方針４－４－②化石資
源の保護と価値向上

クビナガリュウは博物館に収まっているが、ハドロサウルス
の馬小屋はどうした？計画もない？
（博物館建設の話）

穂別博物館の建設については、施策項目「化石資源の保
護と価値向上」において、個別事業として計画（案）に記載し
ています。今後策定する実行計画の中で、事業の実施方法
等について検討してまいります。

14 P118

第３章基本計画　基本
方針５－１－③まちな
かの再生となりわい・賑
わいの創出

まちなか再生・活用のため博物館はホッピー通り（中央に）
建設すべきです。重点プロジェクトのすべてを中央に集約す
ることで、空地の活用も含め相乗効果は大きいと思います。

計画（案）は、まちの将来像やその実現を図る施策や取組
を定めるものであるため、個別事業の実施方法などについ
ては、明記しませんが今後の事業検討の参考にいたしま
す。

15 P118

第３章基本計画　基本
方針５－１－③まちな
かの再生となりわい・賑
わいの創出

施策項目「まちなかの再生となりわい・賑わいの創出」に具
体的な取組として「まちなか再生の推進」の記載はあるが、
なりわい・賑わいを創出する取組が記載されていない。追加
して記載するべきではないか。

ご指摘のとおり、施策項目「まちなかの再生となりわい・賑
わいの創出」に具体的な取組として「なりわい・賑わいの創
出」を追加します。

16 P122
第３章基本計画　基本
方針５－２－②積極的
な情報の発信と共有

計画策定後は、目標に向かって町民が実践するなり、実行
することが大切です。わかりやすく、人と人のつながりを大
切に前向きにまちづくりを進めていただきたい。情報の伝え
方や情報共有をどうすべきか、考えていただきたい。

基本計画において、分野別に施策内容を記載しています。
今後策定する実行計画で、その施策内容にそった具体的な
事業を位置づけてまいります。また、情報の伝え方や情報
発信については、施策項目「積極的な情報の発信と共有」
にも記載のとおり、町政の方向性や地域課題をまち全体で
共有し、まちづくりの見える化に努めてまいります。

17 全体
人口減少対策が「まちづくり計画」における最重要課題と考
えています。幅広いニーズ調査が必要不可欠だと思います
ので、どうぞよろしくお願いします。

ご指摘のとおり、本町においても人口減少並びに少子高齢
化の進行は最大の課題として認識しております。今後も多
様化する町民や事業者などのニーズを的確に捉えられるよ
う努めてまいります。

18 全体

１０年後を考えた色々な町づくり計画がわかりました。しか
し、「めだま」はこれだというものが必要だと感じました。人
口増加が大事で移住者に魅力ある町にすることが大切で
す。

前期基本計画の期間において、５つの基本方針を分野横
断的に実施する施策群で構成するプロジェクトを「重点プロ
ジェクト」として位置づけています。「重点プロジェクト」の実
施にあたっては、限られた行政敬愛資源を集中的・効果的
に活用しながら、各施策を重点的・優先的に進めることとし
ています。ご指摘のあった人口増加については、この「重点
プロジェクト」として位置付ける「地方創生プロジェクト」、「タ
ウンプロモーション推進プロジェクト」を着実に進めることで、
魅力あるまちづくりに努めてまいります。

19 全体

まず、すぐにできる取組と長期にわたる取組に区分して取り
組んでほしい。子供の教育を考えると、通勤できるシステム
の見直しや高齢者が生涯にわたってやりがいをもって活躍
できる取組をお願いしたい。

計画（案）は、まちの将来像やその実現を図る施策や取組
を定めるものです。今後策定する実行計画の中で、各事業
の実施時期などを明確にします。また、通勤できるシステム
の見直しや高齢者が活躍する取組などについては、事業検
討の参考にいたします。

20 全体

隣近所での助け合いの精神で、限りある財源をカバーした
り、人と人とのつながりで助け合う仕組みづくりができない
か。助けたい気持ちのある方と、助けが必要な方とをうまく
マッチングさせる仕組みづくりも必要ではないか。うまく説明
できませんが、人口減少、高齢化、財源不足を補う、助け合
いがあればいいなと感じます。

ご指摘のとおり、本町の財政を取り巻く状況は厳しさを増し
ており、今後のまちづくりにおいて、「公助」だけではなく、
「互助」の役割がますます重要になると考えています。今後
策定する各分野の実行計画の中で、「互助」の必要性につ
いて事業検討の参考にいたします。



1 P49

第３章基本計画　基本
方針１-１－③幼児教
育・保育サービスの充
実

2 P50

第３章基本計画　基本
方針１－１－④放課後
の子どもの居場所づくり
や子育て支援環境の充
実

3 P60
第３章基本計画　基本
方針１－４－②障害の
ある人への生活支援

4 P96

第３章基本計画　基本
方針３－５－①地域資
源を活用したまちづくり
の推進

5 P97

第３章基本計画　基本
方針３－５－②関係人
口・交流人口の創出・拡
大

6 P98

第３章基本計画　基本
方針３－５－③恐竜化
石など地域ブランド力の
強化

7 P98

第３章基本計画　基本
方針３－５－③恐竜化
石など地域ブランド力の
強化

8 P105
第３章基本計画　基本
方針４－１－④高校魅
力化対策の推進

9
P106
～
P108

第３章　基本方針４-２
生涯学習の推進

10 P109

第３章基本計画　基本
方針４－３－①スポーツ
活動の充実と団体・指
導者の育成

11 P115

第３章基本計画　基本
方針５－１－①町民が
活躍するまちづくりの推
進

12 P115

第３章基本計画　基本
方針５－１－①町民が
活躍するまちづくりの推
進

13 P115

第３章基本計画　基本
方針５－１－①町民が
活躍するまちづくりの推
進

14 P122
第３章基本計画　基本
方針５－２－②積極的
な情報の発信と共有

提出された意見等及び町の考え方

２　事業提案、賛否・感想等

　第２次むかわ町まちづくり計画に係る基本構想（案）、基本計画（案）については、まちの将来像やその実現を図る施策や取
組を定めるものであります。
　町の考え方についてはお示ししませんが、いただきました事業提案、賛否・感想等の貴重なご意見については、全庁的に共
有し、今後の事業検討の参考にさせていただきます。

身体障害者用のトイレを使い始めて分かったのですが、「四季の館」の障がい者トイレが驚くことに便座が冷たくウォッシュ
レットも付いていませんでした。町にお願いをしてウォッシュレットなどを付けていただき大変助かりました。再度お願いした
いのは、穂別地区の中央公園にある身障者トイレにも暖かい便座とウォッシュレットを取り付けてほしいです。私も身体が不
自由になって始めて身障者トイレのありがたさがわかりました。

切れ目のない支援としている各項目については、他の市町村等でも行っていることとさほど変わりはなく、むしろ一時預かり
に気軽な利用ができない、ファミリーサポート等の預かり制度がないなどの不便さを感じる点もあります。現在、むーブでは
託児等の事業は行っていませんが、幼稚園教諭の資格を持ち、現場での経験のある人材もおります。保護者向けのスポー
ツの裏で、託児や子供を対象にした運動なども企画しております。また、子育て世代の方は集まりやすい時間での講座や
座談会などにおいて、子育て世代の声を直に聞いていただける場を設定し、町との橋渡しも可能かと思います。

むーブ定期クラブ、ベビママクラブでは子育て支援環境の充実という点で、子育て応援をテーマに相談や子育ての悩みを共
有できるサークル活動のような場所を設けています。心と体の両方のリフレッシュができるよう、様々なテーマや活動を盛り
込んで実施しています。

化石のまちづくりで良しとして“ナウマンゾウ”を食べて池田のワインを飲んでタンチョウの舞い踊る姿を見に行こう！
（視察研修の話）

　ＮＰＯ法人むーブの定期クラブ内ではベビーマッサージ教室やキッズジム、その他子育てに関する講座、ワークショップな
どを実施しております。コロナの影響もあり、まだ実施できていませんが、食育等に関する活動などが必要だと考えていま
す。また、ＮＰＯ法人むーブでは、総合型地域スポーツクラブとして幅広い年代層をターゲットに地域スポーツの振興を行っ
ております。様々な世代の方々に定期的に運動をしていただける機会として、次年度からはヨガの定期クラブを予定してお
り、鵡川町民体育館を有効活用することで、これまで以上に貢献できる可能性があると思っています。

むかわ町がとても好きな人の集まりなのだと思った。関心ある人とまちの将来に向けて一緒に取り組みをしていきたい。小
さいことでも１つ１つ自分ができること。行政と民間で得意、不得意をたくさん話し合ってまちづくりをしていければいいと思
う。

１０～２０代、３０代の関心がないとの意見に同感しました。そのような意見がある人に音頭をとって人集めしてもらうのはど
うだろう。問題だと思った人が問題解決するのが一番いいと思う。

色々な町民の意見を聞くことができてとても嬉しかった。とても良い意見があったし、みんな発信したいのだと感じたので発
信する場所をつくろう！！

オンライン・テレワーク・在宅勤務の環境を整備して、本州から人を呼び込んでみてはどうでしょう。

恐竜バッジをホームページで１つ￥５００で販売してはどうでしょう。

穂別博物館の名称を「穂別ダイナソーパーク（ジュラシックワールド）」に変えてはどうでしょう。

町民はハドロサウルスが穂別にいることを知らない。当然、食べてみたらそんなにうまいとは知らない。キャンプ場でハドロ
サウルスを焼き肉にして第１回目のハドロ祭りの大騒ぎをやろう！メディアとキャンパーを巻き込んでハドロ祭りだ！
（化石のまちＰＲ作戦）

現在、むーブのスタッフにはダンス、ピラティス、フィットネス、ヨガ、よさこい、テニス、ガーデニング、食育、ベビーマッサー
ジ、キッズジム、コオーディネーショントレーニングなどの多様な資格、特技をもったスタッフがおります。会員交流会では、
講師を依頼しリース講習会などの文化的活動も行っております。今後も、文化的活動、青少年に向けた学びの機会の設定
など活動を広げていきます。

教育という立場から協力させていただきます。高校魅力化による関係人口の創出がその一つです。まずは行動することだと
思います。ともに走りましょう。



提出された意見等及び町の考え方

２　事業提案、賛否・感想等

15 P124
第３章基本計画　基本
方針５－２－④人材育
成と組織体制の強化

16 P125
第３章基本計画　基本
方針５－３－①持続可
能な行財政運営

17 全体

18 全体

19 全体

20 全体

21 全体

22 全体

何よりも人があって町があります。人にやさしい、人がいきいき、人が明るく暮らせる、人が助け合える、人が幸せに住んで
いる、今から～未来へ～。わかりやすく町民に実行していく内容や推移をお知らせください。まずは素敵な人ありきです。

参加された方の意見にもありましたが、「活きたお金の使い方」が大事だと思います。

一職員として、まちづくり委員の方々や担当部署の職員が活動してきた「熱」を感じ、身が引き締まる思いでした。

第２次ということは第１次があると思いますが、第２次計画を作成するうえで第１次の実施状況を検証することは必須だと思
いますが、第２次計画策定の上でどのような役立て方をしたのかを拝聴できなかったのは残念です。

とても勉強になりました。今後どのように進んでいくのか楽しみな内容でした。

素晴らしい計画だと思っています。実現に向けて町民が一体となって進んでいくことを願っています。行政としてのリーダー
シップ、行動力に期待しています。そこに我々町民が向かっていき、一つの大きな力になってほしいと思います。

住民は具体的にどのような事業などが進められるのかが知りたい。どうしたら計画（案）の本編を入手・確認できるのかをご
案内するべきです。

コロナ禍や震災対応で職員の負担が増すなか、冗長性のある行政運営についてもご検討いただきたいと思いました。


